
ナツツバキ 

この時期、山や公園でナツツバキの白い花が 

咲いているのを見かけることがあります。 

 

ご存知の通り別名シャラノキで す。 

この花の寿命はわずか 1日です。 

朝に咲き，夜には落ちてしまいます。 

椿の仲間ですから花びらを散らさず，花全体がそのまま落ちます。 

このはかなさが平家一門の「盛者必衰」を表していると平家物語は詠っていま

す。シャラノキの名の由来は 

 インドでブッダが涅槃に向かうその時，周囲の沙羅の木は一斉に薄い黄色の花を

白く変えたとされています。この故事から，沙羅の木はインドボダイジュ（天

竺菩提樹）とならんで仏教では聖木とされています。 

インドにおける本物の「沙羅の木(写真中央)」はインド原産のフタバガキ科の常

緑樹で高さは 30mにもなり，花は小形の淡黄色で芳香があるそうです。熱帯性

の植物のため日本では育たないはずなのです。 

日本で似た植物としてこのナツツバキがあてられています。 

  

 

 


